


 

 血清アルカリフォスファターゼ(以下 ALP)の測定は,肝胆道疾患,骨疾患の診

断に必須の検査法であり,近年はそのアイソザイムの分析により,血清 ALP には

臓器由来を異にするいくつかのALPの存在が明らかにされ,ALPアイソザイム検

査の臨床的意義が拡大されつつある。 

 今回は,幼児閉塞型黄疽,特に先天性胆道閉塞症と先天性胆道拡張症における

血清 ALP アイソザイムの分析を行ない,鑑別診断と術後経過の追跡における意

義を検討した。 


